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１．研究計画の概要 
本研究は、大きく分けて①ネットワーク DEA
をはじめとする数理計画的経営分析手法の
研究、②地域経済の連関しあう各 DMU 間の
ストリームまで考慮したモデル化手法の開
発、③現実の地域再生計画の実態調査とモデ
ル化対象の抽出、④モデル化された複数の地
域再生計画の比較分析実験、⑤ベンチマー
ク・テスト手法の検討および政策化へのデザ
イン手法の検討、にブロック化できる。 
 
２．研究の進捗状況 
理論的予備研究および実態調査の予備調査
が進んでいる。①に関しては、ネットワーク
DEA をはじめとする数理計画的分析手法に
関する予備的研究、②に関しては、DMU 間
のストリームまで考慮したモデル化手法の
サーベイを行い、③に関して、地域再生計画
についての予備調査を行った。 
 
３．現在までの達成度 
数理計画的経営分析手法の研究は半ば以上
達成している。地域経済の手法の開発、地域
再生計画の実態調査に関してはまだ初期の
段階で、サーベイや予備調査の段階である。 
まだモデル化の段階まで達成していないの
で、複数の地域再生計画の比較分析実験、ベ
ンチマーク・テスト手法の検討および政策化
へのデザイン手法の検討には至っていない
状況である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
地域経済の連関しあう各 DMU 間のストリー
ムまで考慮したモデル化手法の開発、現実の
地域再生計画の実態調査とモデル化対象の

抽出について推し進め、地域再生政策のモデ
ル化を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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